
東京都高等学校情報教育研究会 ２０２５年度研究大会タイムテーブル 

 

開会挨拶      10：00～ 

東京都の情報教育  10：05～    東京都教育庁総務部デジタル推進課 

基調講演      10：40～11：40   「２回の大学入学共通テスト『情報Ｉ』で伝えたいこと」 

独立行政法人 大学入試センター 試験問題調査官（情報担当） 

水野 修治 様 

専門委員会報告   11：40～12：00    『情報Ⅰ大学入試検討委員会報告』 

小原 格（東京都立国立高等学校） 

                     『AI活用検討委員会報告』 

椋本 哲也（東京都立小岩高等学校） 

昼食休憩・企業展示 12：00～13：30   企業展示見学 

口頭発表１     13：30～14：00   発表①『協働しながらネットワーク構築を実践的に学ぶ教材の開発とその教育的効果』 

岡野 英樹（佼成学園中学校高等学校） 

                   14：00～14：30   発表②『ランサムウェアにみる犯罪のビジネスモデル化と生徒に問う情報倫理的課題』 

田中 啓太（東京都立世田谷泉高等学校） 

ポスターセッション 14：30～15：10   ポスターセッション・企業展示見学 

口頭発表２     15：10～15：40   発表③『AIをプログラミングエディタとして活用した授業実践の報告と展望』 

新城 那夏季（東京都立松が谷高等学校） 

                    15：40～16：10   発表④『扱うべき情報の科学的な理解の深さに関する一考察』 

小川 諒大（昭和女子大学附属昭和高等学校）   

                    16：10～16：40   発表⑤『ChatGPTの Python実行環境を活用した情報科授業の一提案 

   ― 個別最適な対話的実行環境に着目して ―』 

天良 和男（元東京都立日比谷高等学校、元東京学芸大学） 

閉会挨拶      16：40～ 

 



研究発表とその概要 

発表① 

13：30～14：00 

『協働しながらネットワーク構築を実践的に学ぶ教材の開発とその教育的効果』 

岡野 英樹（佼成学園中学校高等学校） 

本研究は，高校「情報Ⅰ」におけるネットワーク分野の学習を対象に，家庭用ルータを用いた実機実習の教育的効果を検

証したものである。校内 LAN から分離した実習用ネットワークを構築し，設定やトラブル対応を体験的に学習させた結

果，理解の深化，実践的スキル，自己効力感の向上が確認された。 

発表② 

14：00～14：30 

 

『ランサムウェアにみる犯罪のビジネスモデル化と生徒に問う情報倫理的課題』 

田中 啓太（東京都立世田谷泉高等学校） 

ランサムウェアの歴史と、ランサムウェアに対する生徒に問いたい情報倫理的課題を発表します。 

発表③ 

15：10～15：40 

 

『AIをプログラミングエディタとして活用した授業実践の報告と展望』 

 新城 那夏季（東京都立松が谷高等学校） 

都立 AI を擬似的なプログラミングエディタとして活用した授業について、プロンプトの概要、生徒の活用の様子、本物

のエディタと比較した際の課題、学習効果を高めるための今後の展望について実演を含めながら発表したいと考えており

ます。 

発表④ 

15：40～16：10 

『扱うべき情報の科学的な理解の深さに関する一考察』 

小川 諒大（昭和女子大学附属昭和高等学校） 

情報活用能力の知識・技能は情報の科学的な理解に裏打ちされた形での理解が求められている。本発表では、2進数と 10

進数の変換や論理回路を題材に、情報 Iでどこまでのことを教えるべきかを検討する。 

発表⑤ 

16：10～16：40 

『ChatGPTの Python実行環境を活用した情報科授業の一提案 ― 個別最適な対話的実行環境に着目して ―』 

 天良 和男（元東京都立日比谷高等学校、元東京学芸大学） 

ChatGPT の最近のアップデートにより，コード生成に加えて Python 実行環境を内包した機能が，無料版ユーザにも実

装された。本機能の利点として，疑似的な実行ではなく，通常の Python 実行環境と同様の挙動を学習環境として提供で

き，実行結果はコードの推測ではなく，実際の実行に基づいて提示される点，利用者が自身で Python の実行環境を構築

する必要がない点，ブラウザのみで利用可能であり端末性能に依存しにくい点，主要なライブラリがあらかじめ導入され

ている点が挙げられる。さらに，日本語による指示のみで，コードの生成・実行，結果の確認（グラフ表示を含む），お

よびデバッグまでを一貫して行える点も大きな特徴である。本研究では，これらの特性を踏まえ，本機能をプログラミン

グ環境として活用することを想定し，高等学校情報科の授業への適用可能性について，活用例の提示を通してその有効性

および教育的意義を検討する。 



ポスター発表 

発表１ 清水 紀行（東京都立小石川中等教育学校） 

「論理回路ボードをやってみた」 

発表２ 藤谷 哲、藤谷 元子（玉川大学 教育学部教育学科、上越教育大学 国際交流推進センター） 

 「情報科教育法履修大学生の LLM-AI援用プログラミング体験とその受け止めの一考察」 

発表３ 能城 茂雄（東京都立三鷹中等教育学校） 

「令和８年度授業改善について」 

発表４ 赤澤 紀子（電気通信大学） 

「2026年度大学入学共通テスト「情報」の各都道府県の受験状況」 

発表５ 稲垣 俊介／中野 由章（山梨大学／工学院大学附属中学校・高等学校） 

    「大学入学共通テスト『情報Ⅰ』第 1問問 1にみる、知識・技能と思考力・判断力等に関する一考察」 

発表６ 山本 博之（東京都立日野台高等学校） 

「キーホルダー科の先生になります」 

 

展示（順不同・敬称略） 

株式会社ザ・ネット、東京書籍株式会社、日本文教出版株式会社、特定非営利活動法人みんなのコード、paiza株式会社、アシアル株式会社、 

学校法人 中央情報学園、一般社団法人ミラパブ、株式会社サーティファイ、実教出版株式会社、株式会社大修館書店 


